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新年あけましておめでとうございます。
お健やかに、ご家族お揃いで新しい年を
お迎えのこととお慶び申し上げます。昨
年末は大寒波が日本を覆いつくし、各地
で事故や災害が発生しましたが、新年を
迎えると穏やかな温もりを感じさせるお

正月となりました。また、土日休日の並びに恵まれた年
末年始は、国内外への旅行や帰省にはうってつけの連休
となり、充実した日々をお過ごしになったことでしょう。

2013年は、７月に第２３回参議院議員選挙が実施さ
れ、一昨年の総選挙に続き自民・公明の圧勝に終わりま
した。電機連合として、電機産業の発展と私たちの生活
基盤安定を図るために擁立した「石上としお」は、有権
者の政治離れや民主党大逆風の最中という厳しい状況で
はありましたが、何とか当選を果たすことができました
ことに、あらためて皆様方のご支援ご協力に心から感謝
申し上げます。この選挙結果は、安倍自民党政権の安定
を意味し「決められない政治」から「決めてしまう政治」
への転換と言えるでしょう。実際、昨年末には「特定秘
密保護法案」の国会審議において、法案の具体性欠如と
不備の多さを指摘されながらも、強行ともいえる採決が
なされ可決しました。一旦通してしまえば、法運営はい
くらでも都合よく改定・改悪できるという一昔前の「体
質」に舞い戻ってしまいました。加えて、「デフレから
の脱却」「経済成長最優先」という聞こえの良いフレー
ズが溢れていますが、その陰では「ホワイトカラー・イ
グゼンプション」(ホワイトカラー層の裁量拡大による
残業代消滅)、解雇しやすい「解雇の金銭解決制度」・
「限定正社員」などといった私たち働く者の労働環境を
改悪しようとする動きも見逃せません。私たちが後世に

残すべき「日本」はどのような世の中・仕組みであるべ
きか、急速な少子高齢化を前提に社会保障・税制・外交・
産業政策・エネルギー政策等々、今後の政権運営をしっ
かりと見据えていくことが重要です。

2014年の春季総合生活改善闘争(2014春闘)は、
「アベノミクス３本の矢」の効果を背景に相応の賃金引
き上げを政府が経営者団体に要請するという、これまで
にない環境の中で展開されます。ここ数年は賃金体系維
持が続いていますし、４月からは消費増税も控えていま
すので、ベースアップへの期待は高まる一方ではありま
すが、労働条件は労使間協議において決まるもの、とい
うプロセスを再認識し決してメディア報道だけを鵜呑み
にせず各単組の交渉にご注目いただきたいと思います。

明るい話題としては、富士山世界遺産登録、2020年
東京オリンピック開催決定、和食の無形文化遺産登録な
ど、良き伝統的を継承し人を大切にする日本の「お・も・
て・な・し」文化が世界に認められたことは大変喜ばし
いことです。ただ、東日本大震災後の被災地の復興は未
だ見通しが立っておりませんので、景気対策やオリンピッ
ク開催に向けたインフラ整備等の公共事業だけを優先し、
復興が後回しにならないことを願いたいものです。

最後に、今年は「午年」ですね、何事も「う・ま・く」
事が運ぶ一年でありたいです。ブラジルでのサッカーワー
ルドカップも楽しみにしながら、有意義で充実した年と
なりますようご祈念し、地協としても積極的なコミュニ
ケーション行事を中心に、人と人とのつながり・支えあ
う心を大切にした活動を追求しつつ、「美しい地球・幸
せな暮らし」の実現に向け、諸活動に取り組んでまいり
ますのでよろしくお願いいたします。

謹んで新年のお慶びを申し上げます

電機連合東四国地方協議会 議長 西川啓二

電機連合の皆さま、新年明けまして
おめでとうございます。また日頃より多
くのご支援、ご協力を賜り心より感謝申
し上げます。

さて、一昨年末の政権交代後、自・公
政権による、景気対策優先の政治が続いています。民主
党としても国民生活の安心と安定には経済成長は必要不
可欠と考えておりますので、責任ある野党として、審議
の遅延工作や妨害などをせず、政策ごとに是々非々で対
応をしております。

衆・参の“ねじれ”が解消したことで、昨秋の臨時国
会における与党の国会運営には強引さが見られました。
そのような状況下において、民主党はいくつかの法案の
修正を行わせるなど、院内で一定の役割をはたしてきま
した。

電機連合の皆さんも、地域における民主党の活動、あ
るいはマスコミやインターネットなどで提供される民主
党の行動を注視され、必要があれば、様々なアドバイス、
叱責をいただきたいと思います。

電機産業は世界各国の企業との激しい競争下におかれ
ていますが、まずは雇用を守る立場を貫徹し、そして再
び世界をリードする産業へと大きく脱皮させるために政・
労・使が協力して国家的戦略を打ち立ていかなければな
りません。私もこの一年間、「ものづくり力」強化のた
めの政策実現に向け、国会の内外で全力を尽くしていき
たいと思います。

最後に、電機連合の皆さま方とご家族のご健康をお祈
りし、新年にあたってのご挨拶といたします。本年もよ
ろしくお願いいたします。

電機連合政治顧問 参議院議員 加藤敏幸
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あけましておめでとうございます。
本年が、ご家族を含めた組合員の皆さ
んにとって幸多い年となることを心か
らお祈り申し上げます。

昨年を振り返りますと、まず７月に
行われた第２３回参議院議員選挙で電機連合公認候補
「石上としお」が、初当選を果たしました。あの厳しい
情勢の中での当選であり、組合員の皆さんに改めて御礼
申し上げます。しかし、民主党は歴史的惨敗を喫する結

果でもあり、一昨年末の衆議院議員選挙の結果と合わせ、
自民党と公明党による巨大与党の出現となりました。

安倍政権が打ち出した「アベノミクス」は、円高是正
や株高には一定の成果を出してはいるものの、肝心な成
長戦略は具体策が乏しく、実効性も疑問視されています。

また、雇用や労働時間に対する規制緩和を狙う動きが
絶えず、労働者を犠牲にした企業優先の姿勢が鮮明に示
されるなど私たち労働者にとって、政治情勢は厳しい状
況になってきています。

一方、電機産業の業績は円高に歯止めがかかったこと
や、事業構造改革の実行で全体的には回復に向かってい

ます。４月に実施される消費税引き上げの反動や、グロー
バル経済の動向など先行きに不安定さはありますが、一
時期の危機的状況は脱出できたと考えます。
このような状況の中、電機連合として組合員の皆さんの
ご支援をいただきながら、それぞれの課題に全力で取り

組み、一定の成果が出せたと考えます。

迎える本年は政治情勢や、産業を取り巻く情勢からいっ
て電機連合の運動にとって厳しい年であることは間違い
ありませんが、３つの課題を中心に取り組みを強化して

いきたいと思います。
第１点は２０１４年春闘の取り組みです。
すでに連合と金属労協は２０１４年春闘の基本方針で

「賃金水準改善（いわゆるベア）１％以上に取り組む」
としており、電機連合も５年ぶりに賃金水準改善を要求

することを検討しています。政府が企業に「賃上げ」の
要請をするという異例の対応があったことや、それを受
け、昨年の早い時点からマスコミが「賃上げ」報道を展
開していることもあり、賃上げに対する世間の期待がい
つにも増して高まっている感じがあります。しかし、こ
れまでの経験からいって賃金に関する労使交渉はそう簡

単ではありません。「デフレ脱却と経済を好循環に乗せ
るためにも賃上げを」という労働組合の主張に、経営側
が「わかりました」と素直に応えていただけるとは思え

ません。まして、電機産業はまだ病み上がり状態であり、
気力・体力が世間並みになっていない中での統一闘争で
あり、難しさは一入です。しかし、労働組合の社会的責
任として結果を求められる闘争であることも事実であり、

心して交渉に臨みたいと思います。さらに一時金や労働
協約、そして政策・制度改善の取り組みも大事な春闘だ
ということも付け加えておきます。

第２点は雇用安定に向けた産業政策の強化です。
２０１４年３月期の１２中闘組合企業全体の業績見通

しは売上高、営業利益、当期利益ともに前年度比で伸び
ているとともに、営業利益、当期利益ともに３年ぶりに
黒字に転換する見通しです。その要因は円高是正が進ん
だことや、収益性を重視した事業構造改革の成果があら
われてきたことによるものと思います。

今政府は「日本再興戦略（いわゆる成長戦略）」を確
実に実行し、デフレ脱却を確実なものにするため努力を
するとしていますが、残念ながら具体的内容が見えるま
でには至っていません。電機連合は産業政策で掲げる考
え方に基づいて政党や関係省庁に対し、成長戦略の迅速
な実行を求めていますが、それぞれの企業労使において

も企業発展に向けた論議の強化をお願いします。
第３点は労働運動の強化と組織拡大です。
昨年末の国会情勢を見ても自公による巨大政権の強引

さを見せつけられると同時に、多くの政党に分裂した野
党の非力さと頼りなさも感じました。

今後の国会運営もこの流れで行くことになれば、さま
ざまな面で不安を感じざるを得ません。

雇用や働き方に大きく影響する労働者保護ルールの問
題や、将来を左右する税と社会保障の問題などに対し、
働く者の視点で労働組合がしっかり対応していく必要が

あり、そのためにも職場と一体になった労働運動の強化
が求められます。

また、労働運動強化の原点でもある組織拡大に、全力
で取り組んでいくことも重要です。中でもそれぞれの企
業のグループ内における未組織労働者の組織化が急務で

あり、目標に沿って着実に前進させていただくことをお
願いします。

以上、新年にあたっての思いを述べましたが、本年は
２年間の運動を仕上げる年でもあり、それぞれ成果を出
せるようしっかり取り組んでいきますので、組合員の皆

さんのご支援とご支援をお願いします。
組合員ならびにご家族の皆さんのご健勝、ご繁栄を祈

念し、年頭のあいさつとさせていただきます。

電機連合 中央執行委員長 有野正治
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2014年――。いよいよ感動の、そ
して真剣勝負の新しい年が始まりまし
た。２月には冬季オリンピック、６月
にはサッカーのワールド･カップが開催

されます。政治経済の世界では、４月
に消費税８％、そしてデフレ脱却･財政再建へのチャレ
ンジが始まるのです。電機連合の皆様におかれましても、
新たな決意や大きな目標を胸に、健やかな新年をお迎え
になられたこととお慶び申し上げます。

一方、震災などの災害をはじめ、様々な深刻な状況の

なかで苦しんでいる方々、必死な取り組みをされている
皆様には心からお見舞い申し上げます。そして、そうし
た方々をサポートされている皆様方に心からの感謝と敬
意を表します。

昨年は、国会論戦の場で『三本の矢』（安倍政権の経

済政策アベノミクス）、戦国時代の武将･毛利元就の言
葉を何度も聞かされましたが、今の私の心境は、同じ毛
利元就の言葉でも『一年の計は元旦にあり』です。参議
院議員の任期６年を１年間にたとえるならば、今はちょ
うど最初の十二分の一、つまりお正月で、「何事も準備

や計画を最初にしっかりとやっておくべし」という諺が
心に響くのです。

思い起こせば2012年春、国政への決意を固め、全国
で働く皆様を訪ね歩き始めました。そのなかで「安心で
安定した生活を送れる国にしてほしい」「子どもや孫の
世代でも希望をもてる日本にしてほしい」との声を数多

く伺いました。これを実現するには、経済を刺激し活力
を与えることで、一つひとつの職場すべてを元気にする
しかない。そして当選。臨時国会で委員会質疑など初め
ての議員活動も無事にスタートできました。次の１年、
2014年は参議院議員･石上俊雄にとって間違いなく本
格始動の１年だ、と決意新たに意気込んでおります。

考えてみるに私たちの電機産業はどの分野も、特徴あ
る、世界トップレベルの技術に満ちあふれております。
成長可能な領域はまだまだたくさんあるはずです。変わ
らないために変わり続ける。私たちの雇用や生活、社会
や地域、そして明日の日本を守るためにも、従来の“常

識”を超越した発想や真の改革がいまこそ求められてい
ます。厳しい状況ではありますが、皆さんと一緒になっ
て、私自身が粉骨砕身し、目に見える成果をお届けでき
るよう尽力いたします。

最後に、皆様のご健康とご多幸をお祈り申し上げ、御

礼と年頭のご挨拶とさせていただきます。今年一年どう
ぞよろしくお願い申し上げます。

新年明けましておめでとうございます。

組合員の皆様にはつつがなく新しい年
をお迎えのこととお慶び申し上げます。
皆様には暖かい励ましと応援を頂き心

から感謝をいたしております。
本年も皆様と一緒にそれぞれが自分の夢に向かって邁進

できるように頑張っていきたいと思います。
昨年を振り返れば気候は記録ずくめであった夏の暑さが
印象に残ります。秋は駆け足でしたが台風などによる大
きな影響もありました。
経済は、アベノミクスで明るいきざしが見えていますの

でこれを私たちが実感できるようにしなければなりませ
ん。しかし、決して簡単ではありません。増税が待ち構
えているからです。
政治的には、大問題になった特定秘密保護法の成立など
多くの国民の民意に対し強行採決で応え法律を制定して
しまうなど日本における民主主義のあり方が問われそう

です。
政権運営がうまくいかず民主党は少数野党になりました
が理念として掲げた人間優先や民意を尊重する市民が主
役の政治、情報公開などを通じた民主的政治運用はこれ
からの日本社会にも必要です。今年もこの理念は大切に

して政治力をたかめたいと思います。
県議会では、第２回目となった瀬戸内国際芸術祭２０１
３について議論されました。来場者１０７万人、経済波
及効果１３２億円ということで一定の効果はあったもの

の来場者数のカウントの仕方や芸術際への本県アーティ

ストの登用さらには芸術際実行委員会の体制の在り方が
問題となりました。
また、いよいよ３月５日に移転開院する県立新中央病院
について高度急性期医療に関し問題となり一層の機能特
化や高度医療の実施などにより県の基幹病院としての役

割と機能を十分に発揮するよう努力を求めました。さら
に緩和ケア内科の新設やがん・脳卒中・心臓病などに関
する複数の診療科を集積し医療部門を一体化させた専門
医療センターを新設する等専門的で高度な医療を行うほ
か，［ＰＥＴ-ＣＴ］やハイブリッド手術室などを設置

することが明らかになりました。
教育関係では法の改正により教育委員会の判断で土曜日
に授業を実施することが可能になったので市町教育委員
会が主体となり土曜日を活用する場合の基本的な方針が
県より示されました。新学習指導要領等による年間の授
業時間数の確保については、夏休みなどの長期休業日の

短縮などが検討されることになりました。
その他に震災時対策、希少糖の普及拡大、樺川ダムにお
ける水力発電の新設など県政全般にわたり議論が行われ
ました。そして浜田知事から８月の知事選に再選を目指
したい旨が述べられました。

私は、本年も真剣に県政に取組み県民がもっともっと良
い年になるよう頑張りたいと決意をいたしていります。
どうぞ本年もよろしくお願いします。
皆様の幸福を心から祈念し新年の御挨拶といたします。

電機連合政治顧問 参議院議員 石上としお

地協改革フォーラム協力議員 香川県議会議員 村上豊
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【応募要領】

★ 応募用紙に必要事項をご記入の上、下記宛先まで
郵便・FAXにてお送りください。

★ 当選発表は賞品の発送をもってかえ
させていただ きます。

★ 応募締切 201４年2月１９日(水)

≪宛先≫ 電機連合東四国地方協議会
〒763-8516
香川県丸亀市蓬莱町8番地
FAX 0877-24-7596

お 年 玉 ク イ ズ

新年の運試しを祈念しまして、お年玉クイズを用意し
ました。正解者の中から抽選で図書カード(1,000円)
を30名の方に進呈します。

2014年 明けましておめでとうございます。

2013年は、流行語大賞が4つ選ばれました。景気が良くなって来ると流行語も多く選考されるそうで

す。そして2013年の一年を表す漢字は「輪」であり、東京五輪の招致も2020年 開催が決まりました。

今年は『午年』。干支で馬が割り当てられていますが、「物事が“うま”くいく」「幸運が駆け込んで

くる」などと言われる縁起のいい動物です。皆さんの今年が良い年になりますように。

【応募用紙】

答え

所属組合名

職場課名

氏名

電機連合 中国・四国ブロック 201３年度 ユニオンセミナーを開催

201３年11月1５日(金)～1６日(土)に「ホテル サンルート瀬戸大橋」において電機連合 中国・四国ブロッ

ク 2013年度のユニオンセミナーを開催しました。中国・四国ブロックエリア９県におよぶ各拠点の加盟組合か

ら執行役員・職場委員33名が参加し、電機連合運動の理解を深めるとともに、グループ討議等で交流・情報交換

をしました。今回のセミナーは「組織力・組織強化」と位置づけて『組織におけるリーダーシップと役割』をテー

マにビジネスコンサルタント講師による講演をいただきました。企業・組合・社会活動を推進するプロセスにて

組織の活性化・役割を発揮する原点は「人」であることを再認識し、自分自身が行動するのは“今でしょ！”と

参加者の動機づけになった内容でした。また、産別運動理解の醸成を図るため、電機連合本部 書記次長 中島氏・

矢木氏から「2014年総合労働条件改善闘争に向けての課題」・「電機産業の政策制度要求活動について」をテー

マに講演をいただきました。電機産業を取り巻く環境は厳しいですが、「生活不安」「雇用不安」「将来不安」

の払拭を目指した産別運動の重要性を知っていただいたセミナーになりました。



2014年 1月 東 四 国 地 協

電機連合東四国地協 ～一年間の主な活動（2012年度）～

－組織対策部－

－教育育宣伝部－

－社会活動対策部－

地協コミュニケーション行事
開催日:2013年4月7日（日）

参加者数:138名

OB懇談会
開催日:2013年5月11日（土）

参加者数:32名

四国電機産業労使懇談会
開催日:2013年6月14日（金）
参加者数:33名[東四国14名]

中国・四国ブロック
政治研修会

開催日:2012年11月30日（金）
参加者数:46名［東四国9名］

四国ブロック
政策フォーラム

開催日:2013年4月20日（土）
参加者数:185名［東四国91名］

中国・四国ブロック
ユニオンセミナー

開催日:2012年11月16日（金)
～17日（土）

参加者数:44名［東四国8名］

新任役員研修会
開催日:2013年2月23日（土）

参加者数:19名

絶大なるご支援
ありがとうございました。

第23回参議院議員選挙
公 示 2013年7月 4日
投開票 2013年7月21日
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－男女平等対策部－ －中小対策部－

－福祉対策部－

福祉共済制度研修会
開催日:2013年2月2日（土）

参加者数:13名

四国ブロック
ユースセミナー

開催日:2013年5月24日（金）～25日（土）
参加者数:25名[東四国10名]

四国ブロック
中堅・中小労組連絡会

開催日:2013年3月16日（土）
参加者数:13名[東四国3名]

5月
（連）第85回メーデー
（東）OB懇談会
（電）四国ブロック ユースセミナー
（電）中国・四国・九州ブロック

議員団会議
6月

（電）四国電機産業労使懇談会
（東）第62回定期大会本部議案オルグ

8月
（電）中国・四国ブロック 最賃対策連絡会議

東四国地協2013年度活動がスタートし、各専門部会が始動！

専門部名 主査 部員

組織対策部・教育宣伝部 里口副議長 夏秋常任幹事・野崎常任幹事

社会活動対策部・男女平等対策部 新居副議長 山本（晃）常任幹事

中小対策部・福祉対策部 室本副議長 兼頭常任幹事・山本（恭）常任幹事

2014年
1月

（東）第2回常任幹事会
（東）第100回中央委員会本部議案オルグ
（東）第1回男女平等委員会
（電）第100回中央委員会

2月
（電）中国・四国ブロック 経営分析セミナー
（東）福祉共済担当者会議

3月
（電）四国ブロック 中堅・中小労組連絡会議
（東）男女平等セミナー

4月
（東）コミュニケーション行事
（東）改革フォーラムセミナー


